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調達機器及びその構成
1. メインシステムについて
基本的要件
メインシステムとは電子カルテシステム等の上位システムとの接続並びに薬剤部門システム全体のネットワーク管理とデータ保管を目的とするシステムであること。処方データ受信プログラム、注射データ受信プログラム、サーバーシステムから構成され、以下の条件を満たすこと。

1-1. 処方データ受信プログラムは、以下の要件を満たすこと。
1-1-1.本院の電子カルテシステムと接続している既存仕様を変更する事なく、通信端末を介し処方オーダー情報を得ること。
1-1-2. 本院の電子カルテシステムとのオンライン化において、情報伝達のためのソフトを含んでいること。
1-1-3. 受信した処方データをデータ変換し、解析ソフトへ転送できること。
1-1-4. 既存薬袋印字装置と連携できること。

1-2. 注射データ受信プログラムは、以下の要件を満たすこと。
1-2-1. 本院の電子カルテシステムと接続している既存仕様を変更する事なく、通信端末を介し処方オーダー情報を得ること。
1-2-2. 本院の電子カルテシステムとのオンライン化において、情報伝達のためのソフトを含んでいること。
1-2-3. 受信した処方データをデータ変換し、解析ソフトへ転送できること。

1-3. サーバーシステムは、以下の要件を満たすこと。
1-3-1. 処方情報をバックアップする機能が有ること。 
1-3-2. 5年間の運用を想定し、必要十分な速度、容量を備えていること。
1-3-3. 各制御装置に係わるファイルの保存管理を行う機能が有ること。
1-3-4. 各装置間をLANで繋ぎシステムを構築すること。
1-3-5. 調剤支援システム、サブシステム、全てのデータ及び情報変換のためのマスタを保管・管理ができること。
1-3-6. 台数はサーバー2台構成とすること。
1-3-7. 1000Base-T以上のインターフェースを1個有し、通信プロトコルはTCP/IPであること。
1-3-8. 本装置は無停電電源装置（UPS）を有すること。
1-3-9. ライセンス類の費用を全て含んでいること。
1-3-10. サーバーの設置は、当院のサーバー室を予定しているが、事前に当院情報企画室と協議し設置に必要な費用を含めること。

1-4. 医薬品データベースシステムは、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
医薬品データベースとは、高度な医薬品のデータを保持し、処方監査や情報発行に用いられ安全性の向上や医療情報提供の補助を目的としている。

1-4-1. データベースとして病院関係100件以上、作成から10年以上の実績があること。
1-4-2. データベースについては、既存で導入されているデータベース（MDB社）がそのまま使用できること。
1-4-3. 本データベースシステムは、調剤支援システムとの直接リンクを形成し、処方チェック機能、薬剤情報提供機能の支援プログラムとして活用できる機能を有していること。
1-4-4. 相互作用データベースは、禁忌・注意のレベルに分けてチェックができること。
1-4-5. 相互作用データベースは、医薬品と一般薬（ＯＴＣ薬）及び飲食物とのチェックができること。
1-4-6. 常用量データベースは、年齢別、体重別の常用量データを保持していること。
1-4-7. その他のデータベースは、薬効、薬価収載日、薬価のデータを保持していること。
1-4-8. 調剤注射支援システムと連動して、処方箋チェックに利用できること。
1-4-9. これまでに蓄積された入院・外来・院外の薬歴情報も参照してチェック対象とできること。
1-4-10. 最新の情報が、毎月1回以上提供されること。
1-4-11. アレルギー・副作用歴チェックシステムを有し、薬歴データベースを参照して警告表示ができること。

2. 調剤支援システムについて
基本的要件
調剤支援システムとは、上位システムより送信されたデータに基づき、調剤業務の効率化や安全性の向上を目的としたシステムであること。処方データ解析プログラム、注射データ解析プログラム、処方監査シスムで構成され、なおかつ薬袋印字システム、散薬監査システム、自動散薬分包システム、水剤監査システム、全自動錠剤分包機等の既存調剤システム、機器などに接続が可能なこと。

2-1. 処方データ解析プログラム、注射データ解析プログラム、処方監査システムは、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
処方データ解析プログラム、注射データ解析プログラム、処方監査システムとは、上位システムより送信されたデータを解析し処方監査や下位のシステム、機器にデータ送信を目的としている。

2-1-1. 本院の調剤内規に則した解析結果を既存の調剤機器（全自動錠剤分包機、水剤監査システム、散薬監査システム、自動散薬分包機、自動注射薬払出し装置、処方箋・薬袋・薬剤情報・お薬手帳発行システム）や水剤監査システムへデータ転送できること。
2-1-2. 処方情報を画面上に表示することができること。
2-1-3. 処方監査システムはメインサーバに登録された各種情報をもとに処方箋オーダデータのみだけでなく、注射箋オーダデータも含め以下の項目で行えること。
(1) 相互作用
(2) 重複薬品、成分
(3) 日数
(4) 用量
(5) 長期投薬
(6) 配合変化
2-1-4. また、薬剤部で登録された以下の患者状態を利用してチェックが行えること。
(1) 年齢、患者状態（小児、妊婦、高齢者等）
(2) 他院服用薬・併用薬（採用薬/非採用薬/OTC薬品）
(3) 持参薬（採用薬/非採用薬/OTC薬品）
(4) 常備薬 （採用薬/非採用薬/OTC薬品）
(5) アレルギー （食品/その他 ）
(6) 症状 （副作用）
2-1-5. 処方監査によるワーニング情報は、画面とプリントアウトにより確認が行えること。
2-1-6. 監査項目は全てパラメータ化され、必要な項目にチェックを入れるだけで処方チェックが行えること。
2-1-7. 情報提供文書の出力指示をし、薬袋印字システムに送信できること。
2-1-8. 薬剤情報は科別に文言を区別して出力できること。
2-1-9. 薬剤情報は用法・用量等も含んでいること。
2-1-10. 薬剤情報は変更の情報だけでもできること。
2-1-11. 薬剤情報は再発行ができること。
2-1-12. 薬剤情報文書には検査薬説明内容も一緒に出力できること。
2-1-13. 薬剤情報用紙はＡ４サイズであること。
2-1-14. お薬手帳用の情報が出力できること。

2-2. 薬袋印字システムについては、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
薬袋印字システムとは、処方解析システムより送信された処方データを基に処方箋、薬袋、薬剤情報やラベル類が自動発行し、業務効率の向上を目的とする。

2-2-1. 既存で使用している薬袋印字装置をそのまま使用し、連携稼動できること。
2-2-2. ラベルプリンター台数は水剤・外用ラベル、お薬手帳用として、ラベルプリンター2台構成とすること。

2-3. 散薬監査システム用端末は、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
散薬監査システムとは、上位システムより送信されたデータに基づき、秤量の必要な散薬の整合性を図るため、バーコード（RSS）による薬品チェック、量の計測を行い、正しく秤量されたデータのみ自動散薬分包機に送信することで、正確は秤量業務を行える事を目的とする。
2-3-1. 既存で使用している散薬監査システムをそのまま使用すること。

2-4. 全自動散薬分包機システムは、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
自動散薬分包システムとは、上位システムより送信されたデータの基づき、薬剤を自動で薬包紙に分包が行え、必要な情報を薬包紙に印字が可能な機能を有すことで、一包化業務の効率化を目的とする。
2-4-1. 既存で導入されている全自動散薬分包機（io-9090EX4）2台をそのまま使用し、連携稼動できること。

2-5. 水剤監査システムは、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
水剤監査システムとは、上位システムより送信されたデータに基づき、秤量の必要な水剤の整合性を図るため、バーコード（RSS）による薬品チェックを行い、監査内容を印字したチェックシートの出力を行う事により、正確な水剤調整業務の補助を目的とする。

2-5-1. 既存の水剤監査システムをそのまま使用し、連携稼動できること。

2-6.全自動錠剤分包機システム
基本的要件
自動錠剤分包機システムとは、上位システムより送信されたデータの基づき、薬剤を自動で薬包紙に分包が行え、必要な情報を薬包紙に印字が可能な機能を有すことで、一包化業務の効率化を目的とする。

2-6-1.既存で導入されている全自動錠剤分包機（Xana-2720EU）をそのまま使用し、連携稼動できること。

2-7.自動注射薬払出し装置との接続は、以下の要件を満たすこと。
基本的要件
自動注射薬払出し装置とは、上位システムより送信されたデータに基づき、注射薬を自動で専用トレーに払出し、必要な注射箋・注射ラベルを、薬剤とともに出力する機能を有し、注射薬払出し業務の効率化を目的とする。

2-7-1.上位システムにより解析されたデータを使用し、注射薬の自動払出しができること。
2-7-2.既存で導入されている自動注射薬払出し装置（ユニプル4000）をそのまま使用し、連携稼動できること。
2-7-3.注射箋、注射ラベルは、必要に応じ、外付けの注射箋プリンター、注射ラベルプリンターからも出力できること。






